
大分工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 総合理科Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 （教科書）浅島誠・他20名，「生物基礎」，東京書籍（文部科学省検定済教科書）／（参考図書）「レッツトライノー
ト生物基礎」，東京書籍

担当教員 髙濵 秀樹
到達目標
(1) 生物がもつ共通性と多様性を理解し，生命活動に必要なエネルギーの変換・獲得経路について理解できる（定期試験と課題）．
(2) 遺伝子の構造やその役割について理解できる（定期試験と課題）．
(3) 生物の体内環境の維持について理解できる（定期試験と課題）．
(4) 地球環境とバイオーム，生態系とその保全について理解できる（定期試験と課題）．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
生物がもつ共通性と多様性を理解
し，生命活動に必要なエネルギー
の変換・獲得経路について理解で
き，的確な例が挙げられる．

生物がもつ共通性と多様性を理解
し，生命活動に必要なエネルギー
の変換・獲得経路について理解で
きる

生物がもつ共通性と多様性を理解
ができない．生命活動に必要なエ
ネルギーの変換・獲得経路につい
て理解できない．

評価項目2
遺伝子の構造やその役割について
理解でき，それに関する法則を使
って計算問題ができる.

遺伝子の構造やその役割について
理解できる．

遺伝子や染色体などの基礎的な概
念が把握できない．

評価項目3
生物の体内環境の維持について理
解でき，主要な概念と結びつけら
れる．

生物の体内環境の維持について理
解できる．

生物の体内環境の維持の仕組みに
ついて理解できない．

評価項目4
地球環境とバイオーム，生態系と
その保全について理解でき，現在
生じている問題と関連が指摘でき
る．

地球環境とバイオーム，生態系と
その保全について理解できる．

地球環境とバイオーム，生態系な
どの重要性が理解できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
近年，生命科学は著しく進展し，その研究成果は医療や農業分野へ応用され，私たちの健康や生活にも密接に関係して
きている．また，環境保全への人々の関心が高まり，生態系の保全や生物多様性の理解が重要となってきている．これ
らのことを理解するには，生物学の基礎的な知識が必要である．本講義では，生物の多様性・共通性，遺伝子の働き
，体内環境の維持および生態系の構造や保全等を網羅的に学習する．

授業の進め方・方法

総合理科Ⅰは半期しかなので，基本的な重要事項を理解し，全体の流れを把握することに努める．平易な参考図書を用
いて予習と復習をしっかりして，授業内容のつながりを大切にする．

（再試験について）
再試験は，総合評価が60点に満たない者に対して行う．

注意点

（履修上の注意）
講義の途中でもわからなくなったらすぐに質問すること．

（自学上の注意）
受講後は，十分時間をかけて復習すること．

評価
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 生物の多様性と共通性 生物の特徴の1つに挙げられる多様性と共通性について
理解する．

2週 細胞の構造と細胞小器官 原核生物と真核生物の細胞について構造上の違いを理
解する．

3週 生命活動とエネルギー 生命活動とエネルギーとの関係について理解する
4週 遺伝情報とDNA 遺伝子の本体としてのDNAについて理解する．

5週 遺伝情報の分配 細胞に遺伝情報が配分される仕組みについて理解する
．

6週 遺伝情報とタンパク質の合成 遺伝情報とタンパク質の役割を理解する．
7週 恒常性の維持と血液の働き 恒常性の維持について理解する．
8週 体液の恒常性 体内環境を維持する仕組みについて理解する．

2ndQ

9週 前期中間試験
10週 前期中間試験の解答と解説 わからなかった部分を把握し理解できる．
11週 免疫 免疫の機構について理解する．

12週 植生の多様性と遷移 生産者に位置づけられる植生の環境との関わりや遷移
について理解する．

13週 バイオームとその分布 地球環境の違いとバイオーム，バイオームと気候との
関係について理解する．

14週 生態系とその保全 生態系の成り立ちと物質循環，生態系の保全について
理解する．

15週 前期期末試験
16週 前期期末試験の解答と解説 わからなかった部分を把握し理解できる．



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


